
ＩＤ：R-TH0006(5)

データ収集日：2019年6月26日

読んだ素材：日本の音楽について知ろう　日本の音楽の種類

使用した辞書類：J-Doradic

ページ 文章 発話 日本語訳

1 日本の音楽の種類 อนันี้เป็นประเภทของ ดนตรญีีปุ่่ นมัง้คะ これは日本音楽，の種類じゃないですか。

2 うん。

3 雅楽（ががく） อนัแรกคอื ががく［日本語で発話する］ เป็นชือ่

ประเภทใชไ่หมคะ

はじめのは，「ががく」，種類の名前でいいです
か。

4 雅楽とは、宮廷音楽のことです 雅楽［日本語で発話する］ ก็คอื เป็นดนตรใีนราช

ส านักคะ่

「雅楽」というのは，宮廷における音楽です。

5 （宮廷→天皇陛下のいらっしゃる場所）。 ［括弧の中を黙って読む。］ตรงนี้มอีธบิายวา่ราช

ส านักก็คอืที ่ๆ จักรพรรดอิาศัยอยู่ แลว้ก็

［括弧の中を黙って読む。］このところで説明があ
るのは，宮廷というのは，天皇が住んでいる場所
です，それから，

6 1000年以上の歴史があり、現在では宮内庁の楽部（がくぶ）で行われて
います。

［「1000年以上の歴史があり」の部分を黙って読
む。］มปีระวัตมิาอยา่งยาวนานมากกวา่หนึง่พันปี
［「現在では宮内庁の楽部（がくぶ）で行われてい
ます」の部分を黙って読む。］ ออื ตอนนี้ใน ในวัง

ก็ยัง ก็ ๆ ก็ยังมดีนตรอีนันี้ทีจั่ด จัดโดย 

がくぶ［日本語で発話する］ นี่หมายถงึฝ่ายดนตรี

มัง้คะ แบบฝ่ายดนตรใีนวัง

［「1000年以上の歴史があり」の部分を黙って読
む。］1000年以上の長い歴史があります。［「現在
では宮内庁の楽部（がくぶ）で行われています」
の部分を黙って読む。］うーん。今，中，いまだに
宮殿内にこの音楽が催されます，「がくぶ」によっ
て，これが意味しているのは音楽の部隊じゃない
ですか，宮殿内の音楽の部隊のような。

7 うん。

8 คะ่ก็จัด 雅楽［日本語で発話する］ ขึน้มาคดิวา่

น่าจะหมายถงึอยา่งนัน้คะ่ แลว้ก็

はい，それで，雅楽［日本語で発話する］が催さ
れます。そのようなことを意味していると思いま
す。それから，

9 雅楽は、日本に昔からある歌や踊り（舞）と、アジア大陸から伝わった音
楽などが混ざり合って出来た音楽です。

雅楽 雅楽［日本語で発話する］ เป็น
［「日本に昔からある歌や踊り（舞）と」の部分を黙
って読む］ เป็น อา่ เพลงหรอืการเตน้ร า เตน้ระบ า

ของตัง้ ของญีปุ่่ นตัง้แตส่มยักอ่นอะคะ่
［「アジア大陸から伝わった音楽などが混ざり合っ
て出来た音楽です」の部分を黙って読む。］ เป็น

ดนตรทีี ่เออ่ สรา้งขึน้มาจากการรวมกนัของ ดนตรี

ใน อมื ในทวปี アジア［タイ語的に発話する］ มัง้

คะ คดิวา่น่าจะหมายถงึอยา่งนัน้คะ่

「雅楽，雅楽」は［「日本に昔からある歌や踊り
（舞）と」の部分を黙って読む］，は，あー，歌か踊
り，からの踊り，日本の昔からのです。［「アジア
大陸から伝わった音楽などが混ざり合って出来
た音楽です」の部分を黙って読む。］音楽です，
えーと，合わせることから作り上げられた，の音
楽，うーん，「アジア」［タイ語的に発話する］大陸
の中の，じゃないですか。そのように意味してい
ると思います。

10 雅楽は器楽と声楽の2種類あります。 ［文全体を黙って読む。］อา่ ซึง่ 

ががく［日本語で発話する］ ก็แบง่อกีเป็นสอง

ประเภทโดยมเีป็น แบบทีเ่ป็นเครือ่งดนตรกีบัแบบที่

เป็นเสยีงรอ้งคะ่

［文全体を黙って読む。］あー，「ががく」というの
は，さらに二つの種類に分けられ，楽器のタイプ
と，歌声のタイプがあります。

11 ふーん。

12 เครือ่งดนตรก็ี［黙って何かを考えている］ อะ๊ ออ๋ 

ค านี้［「器楽」のこと］ ไมใ่ชเ่ครือ่งดนตรแีตว่า่

คลา้ย ๆ หรอืเปลา่คะ

楽器は［黙って何かを考えている］，あっ，ああ，
このことば［「器楽」のこと］楽器じゃありません，
でもよく似てるんじゃないでしょうか。

13 うん。

14 ตอ้งเป็น 楽器［日本語で発話する］ อนันี้เป็น 

器楽［日本語で発話する］ ก็คอืแบง่เป็น 

器楽［日本語で発話する］ กบั 
声楽［日本語で発話する］

「楽器」のはずです。これは，「器楽」。つまり，「器
楽」と「声楽」に分けます。

15 はい。

16 ●器楽（きがく）・・・楽器を演奏する音楽です。 คะ่ โดยที ่器楽［日本語で発話する］ เนี่ยเป็น
［「楽器を演奏する音楽です」の部分を黙って読
む］ เป็นดนตรทีี ่เออ่ แสดง แสดงสดดว้ยเครือ่ง

ดนตรปีระมาณนัน้

はい。「器楽」によって，ですね［「楽器を演奏する
音楽です」の部分を黙って読む］，音楽は，えー，
演奏する，楽器を使った生演奏をする，だいたい
そんなです。

17 うーん。

18 以下の2種類があります。 แลว้ก็แบง่ยอ่ยเป็นอกีสองประเภทดา้นลา่ง それから，さらに以下の2種類に分けます。

19 ・管弦（かんげん）→中国から伝わった音楽がもとになっています。 ก็คอื かんげん［日本語で発話する］ คะ่
［「中国から伝わった音楽がもとになっています」
の部分を黙って読む。］ เออ่ ก็คอืดนตรทีีย่ดึ 

ดนตรทีีม่าจากประเทศจนีเป็นหลักคะ่

それは，「かんげん」です。［「中国から伝わった
音楽がもとになっています」の部分を黙って読
む。］えー，つまり，つかんでいる音楽です，中国
から来た音楽を柱としています。

20 うん。

21 ・舞楽（ぶがく）→おもに中国と朝鮮半島から伝わったものがあります。 สว่น ぶがく［日本語で発話する］ คอื
［「おもに中国と朝鮮半島から伝わったものがあり
ます」の部分を黙って読む］ เออ่

［黙って何かを考えている。］ อนันี้

［「朝鮮半島」のこと］ ไมแ่น่ใจวา่เป็นเกาะอะไรคะ่

「ぶがく」については［「おもに中国と朝鮮半島か
ら伝わったものがあります」の部分を黙って読
む］，えーと。［黙って何かを考えている。］これ
［「朝鮮半島」のこと］が何の島なのかははっきり
しません。

22 うん。

23 เดีย๋วลอง
［「朝鮮半」をコピーして，ブラウザの別のタブでJ-
Doradicを開き，検索バーに貼り付けて検索する
と，「ちょうせんはんとう」との読みと，「คาบสมทุร

เกาหลี

［「朝鮮半島」のこと］」の意味が示された。］ เอะ๊

［笑う。］ ออ๋ はい［日本語で発話する］ ออ๋ เป็น

เกาหลแีบบที ่รวมทัง้เกาหลเีหนือและเกาหลใีตม้ัง้

คะ กอ่นทีจ่ะแยกกนั

ちょっと試しに。［「朝鮮半」をコピーして，ブラウザ
の別のタブでJ-Doradicを開き，検索バーに貼り
付けて検索すると，「ちょうせんはんとう」との読
みと，「คาบสมทุรเกาหลี
［「朝鮮半島」のこと］」の意味が示された。］えっ。
［笑う。］ああ，「はい」。ああ，朝鮮，北朝鮮と南朝
鮮を合わせているんじゃないですか。分離前の。

24 うん。

25 คะ่ก็คอืเป็น［文全体を黙って読む］ ดนตรทีี ่น่าจะ

 น่ารับอทิธพิลมาจากทางจนีแลว้ก็เกาหลอีะคะ่

はい，つまり［文全体を黙って読む］，音楽は，お
そらく，中国と朝鮮からの影響を受けたんです
ね。

26 ふーん。

27 แลว้ก็ それから，

28 ということは，えっと，楽器は中国と朝鮮からしか
伝わっていないということですか。

29 คดิวา่น่าจะ หมายถงึอยา่งนัน้คะ่ เออ่ น่า ๆ จะรับ

อทิธพิลดา้นดนตรมีาจากจนีกบัเกาหลอีะคะ่

おそらくはそうですね，そのように意味していると
思います。えー，きっと音楽の側面では中国と朝
鮮から影響を受けたんです。

30 ふーん。

31 ●声楽（せいがく）・・・歌の曲です。 声楽［日本語で発話する］ เออ่ สว่น 

声楽［日本語で発話する］ ก็คอืเป็นเพลงส าหรับ

รอ้งคะ่

「声楽」，えー，一方，「声楽」は歌うための曲で
す。

32 うん。

33 อนันี้［「声楽」のこと］ น่าจะเป็น

［文字を黙って見つめている］ ชือ่ประเภท

これは［「声楽」のこと］きっと［文字を黙って見つ
めている］種類の名前ですね。

34 声を楽器のひとつと捉えているのではないので
すよね？

35 เออ่［文字を黙って見つめている。］ อมื อาจจะ 

คดิวา่อาจจะเป็นอยา่งนัน้คะ่

えっと。［文字を黙って見つめている。］うーん。た
ぶん，たぶんそうだろうと思います。

36 ふーん。

37 รอ้งอยา่งเดยีวโดยที่ 歌うだけですね，

38 へー。
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39 ไมม่เีครือ่งดนตรปีระกอบหรอืเปลา่ คดิวา่อยา่งนัน้

คะ่

楽器とは合わせないで，じゃないでしょうか。その
ように思います。

40 ・久米歌（くめうた）
・神楽歌（かぐらうた）

ก็คอืแบง่ประเทศ เอย้ แบง่ประเภทเป็น くめうた 

かぐらうた かぐらうた［日本語で発話する］ นี่ 

น่าจะ คลา้ย ๆ ทีเ่ป็นระบ า 

かぐら［日本語で発話する］ หรอืเปลา่คะ คดิวา่
［笑う。］

種類を分けると，えっと，「くめうた，かぐらうた，か
ぐらうた」に分けられ，これ，きっと，似ています，
「かぐら」［日本語で発話する］の舞，じゃないで
しょうか。そう思って。［笑う。］

41 ああ。［笑う。］

42 ・東遊び（あずまあそび）
・催馬楽（さいばら）
・朗詠（ろうえい）
などの種類があります。

แลว้ก็ あずまあそび さいばら 

ろうえい［日本語で発話する］ ก็คอืแบง่ประเภท

เป็น ประเภทขา้งตน้น่ะคะ่

それに，「あずまあそび，さいばら，ろうえい」とい
うのは上にある種類の種類分けですね。

43 うん。

44 แตว่า่ น่าจะมมีากกวา่นี้อกี でも，これよりもっとありそうですね。

45 そうですか。

46 ［笑う。］ ใน ในประเภทเหลา่นี้รูจั้กแคค่ าวา่ 

かぐら［日本語で発話する］ คะ่［笑う。］

［笑う。］この，これらの種類の中で知っているの
は「かぐら」だけです。［笑う。］

47 ［笑う。］

48 สว่น 一方，

49 どうやって知ったんですか。

50 อะไรนะคะ 何ですか。

51 どこから知ったんですか，神楽を。

52 รูจั้ก รูจั้กจาก ออื อาจจะตอนทีเ่รยีนวชิา 知っています，どこから知ったかは，うーん，科目
を学んでいるときかと思います。

53 へー。

54 ประวัตวิรรณคดคีะ่ แตว่า่ กอ่น ๆ กอ่นหนา้นัน้ก็เคย

เห็นจาก 
cartoon［タイ語において外来語に当たる。「アニメ
」「マンガ」のいずれにも使うことば］มากอ่น

文学の歴史です。でも，前，その前にも「cartoon」
［タイ語において外来語に当たる。「アニメ」「マン
ガ」のいずれにも使うことば］で先に見たことが。

55 おお。

56 แลว้คะ่ ありますね。

57 声明（しょうみょう） สว่นอนันี้เป็น しょうみょう［日本語で発話する］ 一方これは，「しょうみょう」。

58 声明とは、仏教のお経にメロディーをつけて歌にした音楽です。 ก็คอื しょうみょう［日本語で発話する］ ก็คอื
［「仏教のお経にメロディーを」の部分を黙って読
む］ ออื
［「つけて歌にした音楽です」の部分を黙って読む
］ เป็นดนตรทีี［่黙って何かを考えている］ เออ่ ใส่

ท านองเขา้ไปในค าสอนของศาสนาพทุธคะ่

えー，「しょうみょう」とは［「仏教のお経にメロ
ディーを」の部分を黙って読む］，うーん［「つけて
歌にした音楽です」の部分を黙って読む］，は音
楽です［黙って何かを考えている］，えー，仏教の
教えにメロディーを入れました。

59 ふーん。

60 声明はインドから伝えられ、日本には奈良時代に伝わりました。 ［文全体を黙って読む。］ ออื ซึง่ 

しょうみょう［日本語で発話する］ เนี่ยมาจาก 

India［タイ語的に発話する］ แลว้ก็เขา้น่าจะ มา

เผยแพร่ในญีปุ่่ นตอนสมยั 
奈良［タイ語的に発音する］

［文全体を黙って読む。］うーん，で，「しょうみょ
う」はですね，「India」［タイ語的に発話する］から
来て，入りました，おそらく「奈良」［タイ語的に発
音する］時代に日本で広まってきました。

61 ふーん。

62 声明には、
●インド古いことばである梵語（ぼんご）

ซึง่ しょうみょう［日本語で発話する］ ก็คอื
［「インド古いことばである梵語（ぼんご）」の部分
を黙って読む］ เออ่ เป็น คดิวา่ 

ぼんご［日本語で発話する］ น่าจะหมายถงึพวก

ค า เกีย่วกบัค าหรอืภาษาอะไรงีม้ัง้คะก็คอื เป็นค า

หรอืภาษาที ่ใชค้ าสมยัเกา่ของ 

India［タイ語的に発話する］ คะ่

それで，「しょうみょう」は［「インド古いことばであ
る梵語（ぼんご）」の部分を黙って読む］，えー，で
す，「ぼんご」はおそらくことばだとか，語や言語
に関したものを意味しているんじゃないかと思い
ます。つまり，語や言語ですね，「India」［タイ語的
に発話する］の古い時代に使っていたことばを
使っています。

63 はい。

64 ●中国の古いことばの漢語（かんご） แลว้ก็ มพีวกตัวจนีทีต่ัว ภาษาจนีทีม่าจาก เออ่ 

ค าศัพทจ์นีเกา่ ๆ คะ่

それから，中国の字があります，中国語から来
た，えー，古い中国のことばです。

65 うん。

66 ●日本語
で歌われる、3種類があります。

แลว้ก็มทีีเ่ป็นภาษาญีปุ่่ นดว้ยคะ่ ก็แบง่เป็นสาม

ประเภท แบง่ แบง่รอ้งเป็นสามประเภทคะ่

それに，日本語もあります。つまり，3種類に分け
られます。歌うものを3種類に分けます。

67 声明には楽器を使用しません。 อมื［文全体を黙って読む。］ ออ๋ เขาบอกวา่ 

しょうみょう［日本語で発話する］ เนี่ยไมใ่ชเ้ครือ่ง

ดนตร ีดังนัน้อนัเมือ่กีก็้เลยไมแ่น่ใจวา่ใชห้รอืเปลา่
［笑う。］

うーん。［文全体を黙って読む。］ああ，ここで言っ
ているのは，「しょうみょう」がですね，楽器を使い
ません。そのため，先ほどのは使うかはっきりし
ませんでした。［笑う。］

68 ［笑う。］

69 คะ่ แตว่า่พอตรงนี้บอกวา่อนันี้ไมใ่ช ้แตอ่นัเมือ่กี้

ไมไ่ดบ้อก

はい。でもこのところでは，これは使わないと言っ
ています。でもさっきのは言っていませんでした。

70 ああ。

71 คดิวา่อนัเมือ่กีอ้าจจะใชค้ะ่ さっきのはたぶん使うと思います。

72 一人、または二人以上のお坊さんによって歌われます。 ［文全体を黙って読む。］ ออื ก็คอืจะขับรอ้งโดย

พระ พระสงฆห์นึง่คนหรอืสองคนขึน้ไปคะ่

［文全体を黙って読む。］うーん。つまり，僧によっ
て歌われます，一人か二人以上の僧侶です。

73 能（のう） อนันี้ก็ละคร 能［日本語で発話する］ คะ่ これは「能」劇です。

74 能とは、劇・舞踊・音楽からなります。能楽（のうがく）とも呼ばれます。 ละคร 能［日本語で発話する］ เป็นละครแลว้ก็ 

อนันี้［「舞踊」のこと］ คอืการร่ายร าบนเวทมีัง้คะ

แลว้ก็
［「音楽からなります。能楽（のうがく）とも呼ばれ
ます」の部分を黙って読む］ ออ๋ เหมอืนประมาณ

วา่ละคร 能［日本語で発話する］ มาจาก การ

แสดงละครการร่ายร าบนเวทแีลว้ก็ดนตรมีา

ประกอบกนัคะ่เป็น แลว้ก็เรยีกวา่ 
能楽［日本語で発話する］

「能」劇は劇と，これは［「舞踊」のこと］舞台で踊
ることじゃないですか。それから［「音楽からなり
ます。能楽（のうがく）とも呼ばれます」の部分を
黙って読む］，ああ，なんというかおおよそのとこ
ろ「能」劇は来ました，舞台の上の劇と踊り，それ
に音楽から組み立てられました。それ，それから
「能楽」と呼ばれます。

75 能と能楽とは関係しているのですね。

76 อะไรนะคะ 何ですか。

77 能と能楽とは同じものですか。

78 ออ๋ 能［日本語で発話する］ กบั 

能楽［日本語で発話する］ ออื เออ่ พออา่นแลว้ก็

คดิวา่ไมน่่าตา่งอะคะ่ แตว่า่ท าไมถงึตอ้งแยกเป็น

สองค าไมแ่น่ใจเหมอืนกนัคะ่

ああ，「能」と「能楽」は，うーん，えーと，読んだと
ころでは違うようには思われません。でもなぜ二
つのことばに分ける必要があるのかははっきりし
ません。

79 はい。

80 หอื แตค่ดิวา่ ออ๋ อาจจะเป็น คดิวา่ค าวา่ 

能［日本語で発話する］ อาจจะหมายถงึละคร 

能［日本語で発話する］ แต ่

能楽［日本語で発話する］ คอืการแสดงละคร 

能［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ อนันี้ไมแ่น่ใจ

เหมอืนกนัคะ่［笑う。］

ふー。でも思うには，ああ，おそらくですが，「能」
ということばは「能」劇を指すのではないでしょう
か。でも，「能楽」というのは「能」劇を演じること
じゃないでしょうか。これははっきりしませんけれ
ど。［笑う。］

81 ［笑う。］はい。

82 ไม ่ไมแ่น่ใจวา่ตา่งกนัยังไงคะ่ ちが，どのように違うのかはっきりしないんです。



83 わかりました。

84 歌いながら演技をする人を立方（たちかた）、楽器を演奏する囃方（はや
しかた）によっておこなわれます。

［「歌いながら演技をする人を立方（たちかた）」の
部分を黙って読む。］ เออ่ ก็แสดงละครไปดว้ย

แลว้ก็ รอ้งเพลงไปดว้ยคะ่ตัว คนทีแ่สดงแลว้ก็
［「楽器を演奏する囃方（はやしかた）によってお
こなわれます」の部分を黙って読む］ ก็คอื

เหมอืนบอกวา่ละคร 能［日本語で発話する］ เนี่ย

ประกอบดว้ย はやしかた［日本語で発話する］ 

ซึง่เป็นผูท้ีบ่รรเลงดนตรคีะ่ แลว้ก็ 

たちかた［日本語で発話する］ ซึง่เป็นคนทีร่อ้ง

เพลงไปดว้ยแลว้ก็ท าการแสดงละครไปดว้ยคะ่

［「歌いながら演技をする人を立方（たちかた）」の
部分を黙って読む。］えーと，劇を演じながらそれ
に，歌も歌いながらです。人，演じる人が，それか
ら［「楽器を演奏する囃方（はやしかた）によって
おこなわれます」の部分を黙って読む］，つまり述
べているようです，「能」劇はですね，構成されて
います，「はやしかた」という楽器の人です。それ
と，「たちかた」という歌を歌う人も一緒です。そう
して，一緒に劇を演じます。

85 立方の主役はシテとよばれます。 ［文全体を黙って読む。］ เออ่ สว่นคนทีท่ าหนา้ที่

เป็นตัวแสดงละครหลักจะเรยีกวา่ 

シテ［日本語で発話する］ คะ่ แลว้ก็

［文全体を黙って読む。］えー，一方，劇を演じる
中心の役目の人は「シテ」と呼びます。それから，

86 シテは演じる役に合わせて面（おもて）をつけます。 シテ［日本語で発話する］ ออื
［「演じる役に合わせて面（おもて）をつけます」の
部分を黙って読む］ ก็อยา่ง เออ่ ขึน้อยู่กบัวา่ 

シテ［日本語で発話する］ เลน่เป็นบทบาทไหน ก็

จะ ใสห่นา้กากตา่งกนัไปตามแตล่ะบทบาทคะ่

「シテ」は，［「演じる役に合わせて面（おもて）をつ
けます」の部分を黙って読む］は，ように，えー，
「シテ」がどの役を演じるかによって，まあ，異な
る仮面をかぶります，役割にしたがってですね。

87 能の曲には5つ種類があります。 ［文全体を黙って読む。］ เออ่ ละคร เออ่ เพลง

ของละคร 能［日本語で発話する］ แบง่เป็นหา้

ชนดิคะ่

［文全体を黙って読む。］えー，劇，えーと，「能」
劇の曲は5種類に分けられます。

88 立方のシテの役により種類が分けられます。 โดยที［่文全体を黙って読む］ โดยทีแ่บง่ประเภท

ตาม บทของตัว シテ［日本語で発話する］ ใน

เรือ่งอะคะ่ ของตัวละครหลัก

よって［文全体を黙って読む］，話の中の「シテ」の
役にしたがって種類を分けます， 主人公のです
ね。

89 ●シテが神→脇能（わきのう）。おめでたい内容 โดยประเภทแรกก็คอื シテ［日本語で発話する］ 

เป็นเทพเจา้ก็จะเป็น 

わきのう［日本語で発話する］ แลว้ก็เนื้อหา

เกีย่วกบัการอวยพรยนิดปีระมาณนัน้คะ่ แลว้ก็

はじめの種類はというと，「シテ」は神で，「わきの
う」です。それに内容は喜ばしい祝福のようなも
のです。それから，

90 ●シテが武士の霊→修羅物（しゅらもの）。 อา่ อนันี้ถา้เป็น ถา้ シテ［日本語で発話する］ 

เป็นวญิญาณนักรบก็จะเป็น 

しゅらもの［日本語で発話する］ คะ่ อมื
［深くため息をつく。］ 
しゅらもの［日本語で発話する］ ตัว 

しゅら［日本語で発話する］ นี่หมายถงึ คลา้ย ๆ 
あしゅら［日本語の「阿修羅」を発音したように聞
こえるが，サンスクリット語の「asura」のようでもあ
る］ ในคลา้ย ๆ ของพทุธ คดิวา่ประมาณนัน้คะ่

あー，これはもし，もし「シテ」が戦士の魂だった
ら，「しゅらもの」です。うーん。［深いため息をつ
く。］「しゅらもの」の，「しゅら」の字は「あしゅら」
［日本語の「阿修羅」を発音したように聞こえる
が，サンスクリット語の「asura」のようでもある］に
よく似たものを意味していますね，仏教の中の，
どうもそのように思います。

91 うん。

92 死後の苦しみを語る内容 แลว้ก็ เนื้อหาเกีย่วกบัความทกุขห์ลังจากทีต่ายไป

แลว้ประมาณนัน้คะ่ แบบเลา่เรือ่งเกีย่วกบัเรือ่ง

หลังจากตายไปแลว้

それから，死んでからの苦しみに関した内容のよ
うです。死んでからのことに関して話を語るタイプ
です。

93 ●シテが女性の幽霊→鬘物（からすもの）。恋愛の思い出を語る内容。 สว่นอนันี้
［「シテが女性の幽霊→鬘物（からすもの）」の部
分を黙って読む］ อนันี้เป็น
［「恋愛の思い出を語る内容」の部分を黙って読
む］ ออื วญิญาณหญงิสาว ถา้ ๆ ถา้ตัว 

シテ［日本語で発話する］ เป็นวญิญาณหญงิสาว

ก็จะเป็น からすもの［日本語で発話する］ คะ่ เออ่

 ซึง่เกีย่วกบั เนื้อหาเกีย่วกบัความทรงจ าเกีย่วกบั

ความรักคะ่

これについては［「シテが女性の幽霊→鬘物（か
らすもの）」の部分を黙って読む］，これは［「恋愛
の思い出を語る内容」の部分を黙って読む］，うー
ん，若い女性の魂，もし，もし，「シテ」が若い女性
の魂だったら，「からすもの」です。えー，というの
は関係してます，内容が恋愛に関した記憶に関
係しています。

94 ●シテが人や霊など色々変わるもの→雑物（ざつもの）。 シ［日本語で発話する］ ถา้ 

シテ［日本語で発話する］ เป็น
［「霊など色々変わるもの→雑物（ざつもの）」の
部分を黙って読む］ เออ่ คนหรอืวญิญาณ แลว้ก็

เปลีย่นไปหลาย ๆ ชนดิก็จะเป็น 

ざつもの［日本語で発話する］ คะ่

「シ」もし，「シテ」が［「霊など色々変わるもの→雑
物（ざつもの）」の部分を黙って読む］，えー，人か
魂で，それでいろいろな種類に変わっていった
ら，「ざつもの」です。

95 内容も色々あります。 สว่นเนื้อหาก็จะมหีลากหลาย น่าจะเป็นคลา้ย ๆ 

mode［タイ語において外来語に当たる］ แบบ 

เอย้ เป็นประเภทแบบเบ็ดเตล็ดหรอืเปลา่คะ［笑う。］

内容はというと様々です。おそらく似たような
「mode」［タイ語において外来語に当たる］でしょ
う，タイプ，えっ，雑多なような種類の，じゃないで
しょうか。［笑う。］

96 ［笑う。］

97 น่าจะ แลว้ก็ きっとで。それから，

98 ●シテが鬼・天狗→切能（きりのう）。 ถา้ シテ［日本語で発話する］ เป็นยักษ์ เออ่ เป็น

อสรูหรอืปีศาจ
［タイ語の「鬼」には「大きい」という属性があると
別のときに述べているため，この2語は「鬼」の言
い換えだと思われる］ ก็จะ เรยีกวา่ 
きりのう［日本語で発話する］

もし「シテ」が鬼，えっと，悪魔や悪霊［タイ語の
「鬼」には「大きい」という属性があると別のときに
述べているため，この2語は「鬼」の言い換えだと
思われる］だったら，「きりのう」と呼びます。

99 動きが大きく初めての人にも分かりやすい内容。 เออ่［「動きが大きく」の部分を黙って読む］ ออื 

เคลือ่นไหว อะตอน ออื 

かりやすい［日本語で発話する］ เนื้อหาเขา้ใจ

งา่ยแลว้ก็［文全体を黙って読む］ คนที ่ตอนทีเ่ร ิม่

มาเคลือ่นไหวอยา่งมาก อนันี้ไมค่อ่ยแน่ใจเรือ่ง

ความหมาย มนัซอ้นกนัเยอะ
［修飾の関係が複雑だという意味］［文全体をもう
一度黙って読む。］ ออื ไมค่อ่ยแน่ใจคะ่ตรงนี้

えー［「動きが大きく」の部分を黙って読む］，うー
ん，動きますね，とき，うーん，「かりやすい」，内
容がわかりやすく，［文全体を黙って読む］人が，
大きく動き出したときに，これは意味についてあ
まりはっきりしません。重なりが多いです［修飾の
関係が複雑だという意味］。 ［文全体をもう一度
黙って読む。］うーん，あまりはっきりしません，こ
のところは。

100 うん。

101 などがあります。 ก็มปีระเภทประมาณนี้คะ่ まあだいたいこうした種類があります。

102 浄瑠璃（じょうるり） แลว้ก็อนันี้ じょうるり［日本語で発話する］ เป็น

ละครหุน่ ใชไ่หมคะ น่าจะใช่

それからこの「浄瑠璃」は人形劇，ですよね？そ
のはずです。

103 ふーん。

104 浄瑠璃とは語り物音楽の1つです。 เออ่ 浄瑠璃［日本語で発話する］ เป็น
［「語り物音楽の1つです」の部分を黙って読む］
 หนึง่ในละคร
［「語り物音楽の1つです」の部分をもう一度黙っ
て読む］ ทีเ่ลา่ประกอบเพลงชนดิหนึง่คะ่

えー，「浄瑠璃」は［「語り物音楽の1つです」の部
分を黙って読む］，劇のひとつです［「語り物音楽
の1つです」の部分をもう一度黙って読む］，曲が
組み合わされて語られるものの一種です。

105 三味線の伴奏で語られます。 ออื ค านี้［「伴奏」のこと］ ไมแ่น่ใจ แตว่า่อนันี้คอื 

さみ［日本語で発話する］ อะ๊ 
さみせん［日本語で発話する］［「三味線」のこと］
 คะ่ ทีเ่ป็นเครือ่งดนตรทีีม่สีามสายแลว้ดดีเอา

うーん，このことば［「伴奏」のこと］ははっきりしま
せん。でもこれは，「さみ」，えっ，「さみせん」［「三
味線」のこと］です。3本の線がある楽器で，かき
鳴らします。

106 ふーん。

107 แลว้ก็เลา่เรือ่งไปดว้ยคะ่ それと一緒に話を語ります。

108 浄瑠璃にはいろいろな流派があり、 現在よく知られているのは、以下の
4種類です。

［「浄瑠璃にはいろいろな流派があり」の部分を黙
って読む。］ 浄瑠璃［日本語で発話する］ ม ีอนันี้

［「流派」のこと］ หมายถงึ คลา้ย ๆ แนวหรอืส านัก

หรอือะไรประมาณนัน้มัง้คะแบบ อะ น่าจะหมายถงึ

วา่มหีลายสายอะคะ่ เหมอืน ๆ 

浄瑠璃［日本語で発話する］ มหีลายสายแลว้ก็ 

ออื［深くため息をつく。］ สมยันี้ทีเ่ป็น ทีรู่จั้กมาก ๆ

 มสีีป่ระเภทขา้งลา่งคะ่

［「浄瑠璃にはいろいろな流派があり」の部分を
黙って読む。］「浄瑠璃」はあります，これ［「流派」
のこと］，意味は，傾向とか事務所とかに似てい
るようなのではないでしょうか。なんというか，あ，
おそらく多くの派のことですね。なんというか，「浄
瑠璃」には多くの派があって，それで，うーん。
［深くため息をつく。］現在は，よく知られているも
のは，下にある4種類です。

109 うん。

110 ก็คอื すなわち。

111 ということは，実際にはそれ以上あるということで
すね。

112 คดิวา่น่าจะมมีากกวา่นัน้คะ่ เพราะวา่เป็น 
よく知られ［日本語で発話する］

おそらくそれ以上あるのだと思います。というの
は，「よく知られ」，

113 うん。

114 ている［日本語で発話する］ แปลวา่อาจจะมี

อนัอื่น่ทีไ่ม ่ไมไ่ดเ้ป็นทีรู่จั้กโดยท่ัวไปคะ่

「ている」，訳せば，たぶんほかに，一般に知られ
ていないものがあるのでしょう。

115 はい。

116 ●義太夫節（ぎだゆうぶし） ก็อนัแรกคอื ぎだゆうぶし［日本語で発話する］ ออื それではじめのものは，「ぎだゆうぶし」，うーん，



117 江戸時代に竹本義太夫という人物が大阪ではじめた浄瑠璃です。 ［文全体を黙って読む。］ เป็น 

浄瑠璃［日本語で発話する］ ทีเ่ริม่ตน้ที ่

大阪［タイ語的に発音する］ โดย ตัง้แตส่มยั 

江戸［タイ語的に発音する］ โดยคนที ่ชือ่เนี่ย

［「竹本」のこと］ อะคะ่ ไมแ่น่ใจวา่อา่นวา่อะไร

［文全体を黙って読む。］は，「大阪」［タイ語的に
発音する］で「江戸」［タイ語的に発音する］時代
から始まった「浄瑠璃」で，この人によって，この
名前［「竹本」のこと］です。なんと読むかはっきり
しません。

118 うん。

119 たけもと［日本語で発話する］ หรอืเปลา่ 「たけもと」なのでしょうか。

120 うーん。

121 人形劇用の音楽です。 คะ่ อา่ แลว้ก็［文を黙って読む］ เป็น

［文をもう一度黙って読む］ เป็นดนตรทีี่

［文をさらにもう一度黙って読む］ ออื เป็นดนตรี

ประเภททีใ่ชตุ้๊กตาในการแสดงไปดว้ยคะ่

はい。あー，それから［文を黙って読む］，で［文を
もう一度黙って読む］，音楽です［文をさらにもう
一度黙って読む］，うーん，芝居において人形を
一緒に使う種類の音楽です。

122 文楽ともよばれています。 ［文を黙って読む。］ซึง่เรยีกวา่ ออื 
ぶんがく［「文楽」のこと］［日本語で発話する］ 
อนันี้［「文楽」のこと］ ไมแ่น่ใจวา่อา่นวา่อะไรคะ่

［文を黙って読む。］うーん，「ぶんがく」［「文楽」の
こと］と呼ばれているものです。これは［「文楽」の
こと］なんと読むかはっきりしません。

123 うん。

124 ก็ ก็เรยีกเป็นชือ่นี้แลว้ก็ んー，まあ，この名前で呼びます。それから，

125 義太夫節は語る部分が多く、太く重い声で語られます。 เออ่
［「義太夫節は語る部分が多く」の部分を黙って読
む］ เออ่ สว่นตรงที่
［「太く重い声で語られます」の部分を黙って読む
］ อนันี้［「義太夫節」のこと］ น่าจะชือ่คนมัง้คะ 

ตรง ๆ ตรงทีช่ ือ่คนนี ้เออ่ เลา่เรือ่งเนี่ยมอียู่เยอะ 

แลว้ ก็ใชน้ ้าเสยีงทีห่นักแน่นในการเลา่เรือ่งคะ่

えー［「義太夫節は語る部分が多く」の部分を黙っ
て読む］，えー，この部分［「太く重い声で語られま
す」の部分を黙って読む］，これは［「義太夫節」の
こと］，おそらく人名じゃないでしょうか。これ，こ
の，このところのこの人の名前は，えーと，話を
語っています，たくさんです。それに，んー，話の
語りの中で重さのある強い声色を使います。

126 それに合わせて三味線もどっしりとした音色のもので演奏されます。 ［「それに合わせて三味線も」の部分を黙って読
む。］ ออื พอมารวมกบั เออ่ 
さみせん［「三味線」のこと］［日本語で発話する］
 เอย้ さみせん［日本語で発話する］ แลว้ก็
［「どっしりとした音色のもので演奏されます」の
部分を黙って読む］ ออื ก็จะมเีสยีงที ่

どっしり［日本語で発話する］ ออกมา ค าวา่ 

どっしり［日本語で発話する］ ไมค่อ่ยแน่ใจคะ่

［「それに合わせて三味線も」の部分を黙って読
む。］うーん，合わせますと，えー，「さみせん」
［「三味線」のこと］と，えっ，「さみせん」と，それに
［「どっしりとした音色のもので演奏されます」の
部分を黙って読む］，うーん，「どっしり」した音が
出てきます。「どっしり」ということばは，あまり
はっきりしません。

127 うん。

128 どっしり 
どっしり［日本語で発話する］［「どっしり」をコピー
して，ブラウザの別のタブに開いてあるJ-Doradic
の検索バーに貼り付けて検索すると，「หนักแน่น
［「重みのある」のこと］」という意味が示された。］
 ออ๋ ก็คอืพอ พอรวมกบัเสยีง เสยีงเลา่เรือ่งทีห่นัก

แน่นแลว้ เอามารวมกบั 
さみせん［「三味線」のこと］［日本語で発話する］
 แลว้เสยีงมนัก็เลยออกมาแบบม ีมคีวามหนักแน่น

คะ่

「どっしり，どっしり」。［「どっしり」をコピーして，ブ
ラウザの別のタブに開いてあるJ-Doradicの検索
バーに貼り付けて検索すると，「หนักแน่น
［「重みのある」のこと］」という意味が示された。］
おお，つまり，すると，声と合わせると，重々しく話
を語る声，と「さみせん」［「三味線」のこと］とを一
緒にして，その声が現れ出てきます，重さをもっ
て。

129 ●常盤津節（ときわづぶし） แลว้ก็ เออ่ สายทีส่องก็คอื 
ときわづぶし［日本語で発話する］

それから，えー，2つ目の派は，「ときわづぶし」。

130 江戸時代、常盤津文字太夫（ときわづもじだゆう）という人物が江戸では
じめた浄瑠璃です。

ออื［文全体を黙って読む。］ 

ときわづもじだゆう［日本語で発話する］ เออ่ 

น่าจะเป็นชือ่ เออ่ ชือ่ของ เป็นชือ่คนมัง้คะ แตดู่

ยาว ๆ［笑う。］

うーん。［文全体を黙って読む。］「ときわづもじだ
ゆう」。えー，おそらく名前です。えー，の名前，人
の名前でしょうか。でも長く見えます。［笑う。］

131 ［笑う。］

132 คะ่ ก็คอืตัง้แตส่มยั 江戸［タイ語的に発音する］ 

แลว้ก็［黙って何かを考えている］ เป็น ๆ 

浄瑠璃［日本語で発話する］ ที ่เริม่ตน้ที ่

江戸［タイ語的に発音する］ อะคะ่แลว้ก็คอื 

東京［タイ語的に発音する］ ตอนนี้เนาะแลว้ก็

はい。つまり，「江戸」［タイ語的に発音する］か
ら，それに［黙って何かを考えている］，「浄瑠璃」
でした，はじまりは「江戸」［タイ語的に発音する］
です。んー，つまり，「東京」［タイ語的に発音す
る］，今の，それから，

133 歌舞伎の踊りのための伴奏音楽です。 ［「歌舞伎の踊りのための」の部分を黙って読む。
］เป็น［「伴奏音楽です」の部分を黙って読む］ ออื

 เป็นการแสดงดนตรโีดยที ่น่าจะเนน้ไปทีก่ารเตน้ 

เพือ่ ๆ การเตน้มากกวา่คะ่ เหมอืนอนันี้อาจจะเนน้

เรือ่งการรอ้งดว้ยเสยีงทีห่นักแน่น แตอ่นันี้เนน้เรือ่ง

เตน้หรอืเปลา่ คดิวา่อยา่งนัน้

［「歌舞伎の踊りのための」の部分を黙って読
む。］で［「伴奏音楽です」の部分を黙って読む］，
うーん。楽器を演奏すること，おそらく踊りに重点
を置いています，踊りのためのといったように。な
んというか，これはたぶん重みのある声で歌うこ
とにも重点を置いています。ですが，これは踊り
について重点を置いているのではないでしょう
か，そのように思います。

134 はい。

135 ●清元節（きよもとぶし） แลว้ก็ きよもとぶし［日本語で発話する］ それから，「きよもとぶし」。

136 江戸時代の後半に、清元延寿太夫（きよもとえんじゅだゆう）が江戸では
じめた浄瑠璃です。

［「江戸時代の後半に」の部分を黙って読む。］ 
ก็ชว่งครึง่หลังของสมยั 

江戸［タイ語的に発音する］ ก็ 

きよもとえんじゅだゆう［日本語で発話する］ เออ่

 ก็ อา่อนันี้เป็นละคร 浄瑠璃［日本語で発話する］

 ทีเ่ริม่ที ่江戸［タイ語的に発音する］ เหมอืนกบั

อนันี้［常盤津節のこと］ อะคะ่ รูส้กึวา่ทกุคนจะมคี า

วา่ だゆう［日本語で発話する］ อยู่ในชือ่ตลอด

［「江戸時代の後半に」の部分を黙って読む。］
んー，「江戸」［タイ語的に発音する］時代の後半
に，「きよもとえんじゅだゆう」，えー，まあ，あー，
これは「浄瑠璃」の劇です，「江戸」［タイ語的に発
音する］ではじまった，これ［常盤津節のこと］と同
じように。どの人も名前の中にいつでも，「だゆう」
［日本語で発話する］ということばがあるように思
いますね。

137 うーん。

138 ไมแ่น่ใจวา่แปลวา่อะไรคะ่ なんと訳すのかははっきりしません。

139 うーん。

140 だゆう［日本語で発話する］ หรอืเป็นชือ่อาชพี

หรอืต าแหน่งหรอืเปลา่［笑う。］

「だゆう」ですか，職業なのか，役職の名前なの
か。［笑う。］

141 ［笑う。］そういう可能性もありますね。

142 ออื
［「太夫」をコピーして，ブラウザの別のタブに開い
てあるJ-Doradicの検索バーに貼り付けて検索す
ると，「たゆう」という読みと，「นางบ าเรอชัน้สงูใน

ยคุสมยัเอโดะ
［「江戸時代における位の高い情婦」のこと］」とい
う意味が示された。］ หอื อือ๋ แปลวา่ นางบ าเรอ

ชัน้สงูในสมยั 江戸［タイ語的に発音する］ ซึง่ เอ ๋

ออื ไมแ่น่ใจวา่ใช［่これで意味が］ หรอืเปลา่

うーん。［「太夫」をコピーして，ブラウザの別のタ
ブに開いてあるJ-Doradicの検索バーに貼り付け
て検索すると，「たゆう」という読みと，「
นางบ าเรอชัน้สงูในยคุสมยัเอโดะ
［「江戸時代における位の高い情婦」のこと］」とい
う意味が示された。］ふー，うーん？訳すと，「江
戸」［タイ語的に発音する］におけるくらいが高い
情婦，というと，ええ，うーん，［これで意味が］い
いのかはっきりしません。

143 ［笑う。］

144 อาจจะมคีวามหมายอืน่อกีหรอืเปลา่คะ เพราะวา่

ท าไมถงึรูส้กึวา่น่าจะเป็นผูช้าย［笑う。］

たぶんさらにほかの意味があるんじゃないでしょ
うかね。というのは，どうして，男性のように思う
んです。［笑う。］

145 ［笑う。］

146 ไมแ่น่ใจเหมอืนกนัคะ่ それもはっきりしませんけど。

147 うん。

148 ก็ แตว่า่น่าจะเป็นชือ่ของอาชพีหรอืต าแหน่ง んー，でもきっと職業か役職の名前です。

149 うん。

150 คดิวา่อยา่งนัน้คะ่ แลว้ก็ อนันี้ก็เริม่ตน้ที ่

江戸［タイ語的に発音する］ แลว้ก็

そのように思います。それから，これは「江戸」［タ
イ語的に発音する］ではじまりました。それから，

151 歌舞伎の踊りのための伴奏音楽です。 ［文全体を黙って読む。］ เป็นดนตรทีีแ่สดงเพือ่ 

เป็นเรือ่งเตน้เหมอืนอนัขา้งบนคะ่แลว้

［文全体を黙って読む。］演奏する音楽です，ため
に，踊りの，上のと同じですね。それから，

152 高い声で歌うことが多く、三味線もそれに合わせてやわらかい音色で演
奏されます。

［文全体を黙って読む。］ แลว้ก็มกีารรอ้งดว้ย

เสยีงทีส่งูคอ่นขา้งเยอะ

［文全体を黙って読む。］それから，歌うこともあっ
て，高い声もかなり多いです。

153 三味線もそれに合わせてやわらかい音色で演奏されます。 เออ่［文全体を黙って読む］ แลว้ก็มเีสยีงที ่พอ

เขา้ไปรวมกบั 
さみせん［「三味線」のこと］［日本語で発話する］
 แลว้ก็ออกมาเป็นเสยีงทีนุ่่มนวลประมาณนัน้คะ่

แลว้ก็

えーと［文全体を黙って読む］，それから音もあり
ます，「さみせん」［「三味線」のこと］と合わせる
と，すると，やわらかい音が出てくる，だいたいそ
うしたことです。それから，



154 ●新内節（しんないぶし） しんないぶし［日本語で発話する］ ก็คอื 「しんないぶし」というのは，

155 江戸時代の中ころに鶴賀新内（つるがしんない）という人物がはじめた浄
瑠璃です。

［文全体を黙って読む。］ เออ่ สรา้งขึน้โดยคนที่

ชือ่วา่ つるがじん［日本語で発話する］ เออ่ 

つるがしんない［日本語で発話する］ ตัง้แตช่ว่ง

กลางของสมยั 江戸［タイ語的に発音する］ คะ่ 

เป็น ๆ เป็นละคร 浄瑠璃［日本語で発話する］ ที่

สรา้งโดยคน คนทีช่ ือ่นี้คะ่

［文全体を黙って読む。］えー，「つるがじん」とい
う人によってつくられました，えー，「つるがしんな
い」。「江戸」［タイ語的に発音する］時代の中期か
らです。で，で，「浄瑠璃」劇が作られました，人に
よって，この名前の人にです。

156 うん。

157 もともとは歌舞伎に使われていましたが、のちに観賞用の音楽となりまし
た。

［「もともとは歌舞伎に使われていましたが」の部
分を黙って読む。］เออ่ โดยแตเ่ดมิเนี่ยเป็นการ

แสดงโดย เนน้ทัง้การรอ้งและการ ระบ ามัง้คะคดิวา่

［「もともとは歌舞伎に使われていましたが」の部
分を黙って読む。］えー，もともとは，によって演じ
ていました，歌うことと踊ることとをどちらにも重
点を置いて，じゃないですか，そう思いますが。

158 うん。

159 แตว่า่
［「のちに観賞用の音楽となりました」の部分を黙
って読む］ ออื กลายเป็น แนวแบบนี ้
かんかく［「観賞」を読もうとした］［日本語で発話
する］ ออ๋ ไม ่ๆ ไมแ่น่ใจค านี้คะ่

でも［「のちに観賞用の音楽となりました」の部分
を黙って読む］，うーん，になりました，「かんかく」
［「観賞」を読もうとした］の傾向になりました，あ
あ，いえ，え，このことばははっきりしません。

160 うん。

161 ก็กลายเป็นดนตรปีระเภทนี้แทนแลว้ก็ まあ，この種類の音楽にとってかわって，それか
ら，

162 悲しみ、あわれみの心を表現した歌の部分が多い浄瑠璃です。 ［文全体を黙って読む。］ออื เป็นละคร 

浄瑠璃［日本語で発話する］ ทีม่สีว่นทีเ่ป็น

เกีย่วกบัความเศรา้หรอื 

あわれみの心［日本語で発話する］ ค านี้ไมแ่น่ใจ

เหมอืนกนัคะ่

［文全体を黙って読む。］うーん，一部に持ってい
る「浄瑠璃」劇です，悲しさや，「あわれみの心」，
このことばもはっきりしません。

163 うーん。

164 ก็แสดงออกมาคอ่นขา้งเยอะคะ่ใน 

浄瑠璃［日本語で発話する］ ประเภทนี้คะ่

んー，表されることがかなり多いんですね，この
種類の「浄瑠璃」の中で。

165 はい。

166 長唄（ながうた） แลว้ก็ประเภทตอ่มาคอื 
ながうた［日本語で発話する］

それから，続いての種類はというと，「ながうた」。

167 長唄とは、歌い物音楽の1つで、三味線で演奏します。 長唄［日本語で発話する］ คอื
［「歌い物音楽の1つで」の部分を黙って読む］ 
เออ่ เป็นดนตรปีระเภทขับรอ้งชนดิหนึง่คะ่ 
さみせん［「三味線」のこと］［日本語で発話する］
 แลว้ก็บรร มใีช ้さみせん［日本語で発話する］ 

บรรเลงประกอบดว้ยคะ่

「長唄」というのは［「歌い物音楽の1つで」の部分
を黙って読む］，えーと，歌う種類の音楽のひとつ
です。「さみせん」［「三味線」のこと］，それから，
演，「さみせん」も使って組み合わせて演奏しま
す。

168 ふーん。

169 始めは歌舞伎のための音楽でした。 ［文全体を黙って読む。］โดยทีแ่รกเริม่เดมิทก็ี

เอาไวใ้ชแ้สดงส าหรับ เออ่ การขับรอ้งแลว้ก็ ร่าย

ร าไปดว้ย คะ่แลว้ก็

［文全体を黙って読む。］もともとはじまりは用い
て使われました，演じる用に，えー，歌うことと，
それに，一緒に踊って，です。それから，

170 のちに歌舞伎に関係なく作曲されるようにもなりました。 ［文全体を黙って読む。］แตว่า่พอหลังจากนัน้ก็

เหมอืนจะเป็น ผลงานทีไ่มไ่ดม้คีวามเกีย่วขอ้งกบั

การแสดงโดยการขับรอ้งและการร่ายร าแลว้คะ่ คอื

เหมอืนมนัเปลีย่นทหีลัง

［文全体を黙って読む。］でもその後，のようにな
りました，歌うことと踊ることによって演じられるこ
とと関係ない作品になりました。要するに，のちに
それは変わりました。

171 長唄は明るい声で歌われるので、それに合わせて三味線も軽やかな音
色で演奏されます。

แลว้ 長唄［日本語で発話する］ ก็
［「明るい声で歌われるので」の部分を黙って読む
］ ออื ก็รอ้งดว้ยเสยีงที ่ค านี้［「明るい」のこと］ 

น่าจะ อะ๊ เสยีงทีส่วา่งสดใส
［色覚の意味での「明るい」］［笑う。］

それで，「長唄」は［「明るい声で歌われるので」の
部分を黙って読む］ ，うーん，の声で歌われま
す，このことば［「明るい」のこと］はきっと，あ，明
るい［色覚の意味での「明るい」］声です。［笑う。］

172 ［笑う。］

173 เสยีงทีแ่จม่ใสมัง้คะ แลว้ก็
［「それに合わせて三味線も」の部分を黙って読
む］ แลว้ก็มารวมกบัเสยีง 

さみせん［日本語で発話する］ ก็เลย

［「三味線も軽やかな」の部分を黙って読む］ เออ่

 ค านี้［「軽やかな」のこと］ ไมแ่น่ใจ แตว่า่น่าจะ

หมายถงึวา่มเีสยีงทีเ่ป็นแนวแบบ ออื เบา ๆ 

สบาย ๆ หรอืเปลา่คะ［笑う。］

晴れやかな声じゃないですか。それから［「それに
合わせて三味線も」の部分を黙って読む］，それ
から，「さみせん」の音と合わせると［「三味線も軽
やかな」の部分を黙って読む］，えー，このことば
［「軽やかな」のこと］，はっきりしません。でもきっ
と意味するのは，といったタイプの，うーん，軽く
て，軽快で，じゃないでしょうか。［笑う。］

174 ［笑う。］

175 เดาคะ่ 勘です。

176 うん。

177 ไมแ่น่ใจเหมอืนกนัคะ่ 同じくはっきりしません。

178 長唄には3種類あり、 ออื โดยที ่長唄［日本語で発話する］ เนี่ย

แบง่เป็นสามประเภทก็คอื

うーん，「長唄」については，3種類に分けます。
すなわち，

179 ●歌舞伎の踊りのための曲・・・「娘道明寺（むすめどうみょうじ）」 เป็นเพลงส าหรับ การเตน้แลว้ก็ ร่ายร าแลว้ก็ขับ

รอ้งไปดว้ย

のための曲，踊ることと，舞う，それに一緒に歌
います。

180 うん。

181 เป็น ๆ เป็นเพลงส าหรับเตน้ก็คอืเรยีกวา่ 

むすめどうみ［日本語で発話する］ อะ๊ 

どうみょうじ［日本語で発話する］ คะ่ 

むすめどうみょうじ［日本語で発話する］ แลว้ก็

で，で，踊るための曲を，「むすめどうみ」，あ，「ど
うみょうじ」と呼びます。「むすめどうみょうじ」。そ
れから，

182 それは名前ですか。

183 คดิวา่น่าจะเป็นชือ่คะ่ おそらく名前だと思います。

184 ふーん，名前ですか。

185 ชือ่ ๆ ประเภทหรอืเปลา่คะ 名前，種類の名前じゃないでしょうか。

186 はい。

187 น่าจะมัง้ きっと。

188 ●セリフが入る歌舞伎のための曲・・・「勧進帳（かんじちょう）」 เออ่ สว่นอนัทีส่องคอื 

セリフが入る［日本語で発話する］ เป็นเพลงที ่

เป็นเพลงส าหรับรอ้งและร่ายร าทีใ่สค่ าพดูเขา้

ไปมัง้คะ ใสป่ระโยค เขา้ไป ก็คอืเรยีกวา่ 

かんじちょう［日本語で発話する］ คะ่แลว้ก็

えーと，二つ目については，「セリフが入る」，曲
です，歌って舞うための話すことばが入った曲な
んじゃないですか。文を入れて，中に入れて，「か
んじちょう」と呼びます。それから，

189 ●歌舞伎と関係ない曲・・・「吾妻八景（あずまはっけい）」 ประเภททีส่ามก็คอื
［「歌舞伎と関係ない曲」の部分を黙って読む］ 
ออื เพลงทีไ่มเ่กีย่วขอ้งกบัการรอ้งและการร่ายร าก็

เรยีกวา่ あずまは［「wa」と発音する］ 

あずまはっけい［日本語で発話する］ คะ่

3種類目はというと［「歌舞伎と関係ない曲」の部
分を黙って読む］，うーん，歌うことや舞うこととは
関係がない曲で，「あずまは」［「wa」と発音す
る］，「あずまはっけい」と呼びます。

190 うん。

191 などがそれぞれ有名な曲です。 ［「などがそれぞれ有名な曲です」の部分を黙って
読む。］ เออ่ ซึง่ เป็นเพลงที ่ตัวอยา่งของเพลงที่

มชี ือ่เสยีงนัน้ ๆ หมื ออ๋ หรอืวา่อาจจะหมายถงึวา่

พวกนี้เป็นชือ่เพลงทีม่ชี ือ่เสยีงในสามชนดิเหลา่นี้

หรอืเปลา่ เลย

［「などがそれぞれ有名な曲です」の部分を黙って
読む。］えーと，それは，曲で，有名な曲の例で
す。ふーん。ああ，あるいは，もしかしたら，意味
するのは，これらはこの3種類の有名な歌なんで
しょうか。んー。

192 ああ。

193 ไมแ่น่ใจเหมอืนกนัคะ่ เพราะวา่ เห็นมบีอกตรงนี้ 同じくはっきりしませんが。この部分で述べている
のを見た，からです。

194 うん。

195 คะ่ คดิวา่น่าจะประมาณนัน้ はい。おそらくだいたいそうしたことだと思いま
す。



196 それで，「長唄」は「長い」と関係がありますか。

197 อมื เหมอืนไมไ่ดอ้ธบิาย うーん，説明していなかったよう，

198 うん。

199 ไวก็้เลย เออ่ ไมเ่ห็นความเชือ่มโยงของความ 
長い［日本語で発話する］

ですから，えーと，「長い」こととのつながりが見え
ません，

200 うん。

201 จากเพลงชนดิเนี่ยคะ่ เพราะวา่ไม ่ๆ ไมม่อีธบิายไว ้

เลยวา่เป็นเพลงยาวหรอืสัน้หรอือะไร

この種類の曲からは。というのは，説明されてい
ないんです，曲が長いのか短いのかどうなのか
を。

202 ああ。

203 ก็เลย ไมรู่ส้กึเชือ่มโยงเทา่ไร ですので，つながりがあるようにはまったく感じま
せん。

204 はい。

205 尺八音楽（しゃくはちおんがく） คะ่ สว่นอนัตอ่ไปเป็น 
しゃくはちおんがく［日本語で発話する］

はい。続いてのものは，「しゃくはちおんがく」で
す。

206 尺八音楽とは、尺八を使った音楽のことです。 しゃくはち 
しゃくはちおんがく［日本語で発話する］ ก็คอื
［「尺八を使った音楽のことです」の部分を黙って
読む］ しゃくはち［日本語で発話する］ เออ่ 

ดนตรทีีใ่ช ้しゃくはち 

しゃくはち［日本語で発話する］ นี่น่าจะเป็นอนัขลุย่

「しゃくはち，しゃくはちおんがく」というのは［「尺
八を使った音楽のことです」の部分を黙って読
む］，「しゃくはち」，えー，「しゃくはち」を使った音
楽，この「しゃくはち」は，おそらく笛です。

207 ふーん。

208 เออ่ เครือ่งเป่าชนดินี้หรอืเปลา่คะ
［文章の上にある木管楽器の挿絵を指さす。］ 
คดิวา่

えー，この種の管楽器なんでしょうか。［文章の上
にある木管楽器の挿絵を指さす。］そう思います
が。

209 他の楽器をあわせることもあります。 がきを［日本語で発話する］แตก็่มเีอาไปใชร้่วมกบั

เครือ่งดนตรชีนดิอืน่ดว้ย ดังนัน้ก็เลยคดิวา่น่าจะ

หมายถงึ เครือ่งดนตรปีระเภทเป่าอนันี้อะคะ่

［文章の上にある木管楽器の挿絵を指さす］ ค า

วา่ 尺八［日本語で発話する］ แลว้ก็

「がきを」，でもほかの種類の楽器を持ってきて合
わせて使うこともあります。したがって，おそらく
意味するのは，これの種類の吹くタイプの楽器で
すよ［文章の上にある木管楽器の挿絵を指さ
す］，「尺八」ということばは。それから，

210 江戸時代にお坊さんが、お経を上げるかわりに尺八を吹いたのがはじま
りです。

［「江戸時代にお坊さんが」の部分を黙って読む。
］ตัง้แตส่มยั 江戸［日本語で発話する］ ก็มี

พระสงฆท์ี่
［「お経を上げるかわりに尺八を吹いたのがはじ
まりです」の部分を黙って読む］ เออ่ ก็เริม่ทีจ่ะ

เป่า 尺八［日本語で発話する］ เพือ่
［「お経を上げるかわりに尺八を吹いたのがはじ
まりです」の部分を黙って読む］ ออื แทน แทน

การน่าจะหมายถงึการ สวดค าสอนหรอืเปลา่คะ ไม่

แน่ใจเหมอืนกนัคะ่

［「江戸時代にお坊さんが」の部分を黙って読
む。］「江戸」時代から僧侶がいました［「お経を上
げるかわりに尺八を吹いたのがはじまりです」の
部分を黙って読む］，えー，「尺八」を吹き始めまし
た，ために［「お経を上げるかわりに尺八を吹いた
のがはじまりです」の部分を黙って読む］，うー
ん，代わりに，代わりに，おそらく意味しているの
は，教えのお経でしょうか，はっきりしませんが。

211 当時は一般の人は吹くことができませんでした。 สว่น［「当時は」を黙って見つめている］ ออื ใน

เวลาเดยีวกนัก็
［「一般の人は吹くことができませんでした」の部
分を黙って読む］ คนหนึง่คนไมส่ามารถเป่าได ้

［笑う。］ อนันี้ไมแ่น่ใจวา่จะหมายถงึอะไรคะ่

一方［「当時は」を黙って見つめている］，うーん，
同時に［「一般の人は吹くことができませんでし
た」の部分を黙って読む］，一人の人は吹くことが
できません。［笑う。］これは何を意味しているの
ははっきりしません。

212 吹くと言っているのは楽器をですか。

213 อะไรนะคะ 何ですか。

214 吹くと言っているのは楽器をですか。

215 คดิวา่น่าจะหมายถงึเป่า เป่าเป็นกลุม่มัง้คะ 

เพราะวา่เหมอืนเป่าคนเดยีวไมไ่ดห้รอืเปลา่

おそらく意味しているのは吹く，グループで吹くの
じゃないですか。というのは，どうも一人で吹くの
はできないのでしょうか。

216 うーん。

217 明治時代になってから誰でも吹ける楽器として広まりました。 แลว้ก็ชว่งสมยั 明治［タイ語的に発音する］ ก็
［「誰でも吹ける楽器として広まりました」の部分
を黙って読む］ ออ๋ อนั ๆ อนันี้หมายถงึวา่

［ひとつ前の文章の解釈の変更］ ออ๋ คนท่ัว ๆ 

ไปเป่าไมไ่ด ้แตว่า่เป่าไดเ้ฉพาะพระสงฆม์ัง้คะ

それから，「明治」［タイ語的に発音する］時代に
は［「誰でも吹ける楽器として広まりました」の部
分を黙って読む］，ああ，これこれ，これが意味す
るのは［ひとつ前の文章の解釈の変更］，ああ，
一般の人が吹けません。でも，僧侶だけ吹けたん
じゃないですか。

218 うーん。

219 แตว่า่พอเขา้ชว่งสมยั 明治［タイ語的に発音する］

 ก็ไมว่า่ใคร กลายเป็นเครือ่งดนตรทีีไ่มว่า่ใครก็เป่า

ไดค้ะ่ ก็คอืมนักวา้งขวาง เออ่ แพร่หลาย

กวา้งขวางมากขึน้

ですが，「明治」［タイ語的に発音する］時代に入
ると，だれであっても，だれでも吹ける楽器になり
ました。つまり，それは広まりました。えー，より
広範囲に広がっていきました。

220 おお。

221 น่าจะประมาณนี้คะ่ きっとだいたいそうです。

222 はい。

223 ●虚鈴（きょれい）
●鹿の遠音（しかのとおね）
●岩清水（いわしみず）
などが有名な曲です。

แลว้ก็ เพลงทีม่ชี ือ่เสยีงก็คอื きょれい しかの 

とおね［日本語で発話する］ แลว้ก็ 

いわしみず［日本語で発話する］ คะ่ ออื

それから，有名な曲というと，「きょれい，しかの，
とおね」，それと，「いわしみず」です。うーん。

224 箏曲（そうきょく） สว่นอนันี้คอื そうきょく［日本語で発話する］ 一方，これは，「そうきょく」。

225 筝曲とは箏（こと）を使った音楽です。 筝曲［日本語で発話する］ ก็คอื เออ่ ดนตรทีีใ่ช ้

ดนตรทีีเ่ลน่เครือ่งดนตร ี

こと［タイ語的に発音する］ คะ่ 
琴［日本語で発話する］

「筝曲」というのは，えー，使う音楽です，「こと」
［タイ語的に発音する］の楽器を弾く音楽です。
「琴」。

226 うん。

227 箏は中国からつたわった楽器で、琴（こと）とは少し違う楽器です。 ออื こと［日本語で発話する］ ก็คอื
［「中国からつたわった楽器で、琴（こと）とは少し
違う楽器です」の部分を黙って読む］ อา๋ 

こと［日本語で発話する］ เป็นเครือ่งดนตรทีี ่

รับมาจากจนีแลว้ก็ตา่งจาก 

琴［日本語で発話する］ เล็กนอ้ยก็คอื เรยีกวา่ 

こと［日本語で発話する］ เหมอืนกนัเหรอคะ แต่

วา่ใช ้漢字［日本語で発話する］ คนละตัวก็เลย

うーん，「こと」というのは［「中国からつたわった
楽器で、琴（こと）とは少し違う楽器です」の部分
を黙って読む］，ああ，「こと」は中国から受け入れ
た楽器です，それで，「琴」と少し違っていて，同じ
く，「こと」と呼ぶ，のですか。でも使う「漢字」は異
なりますから，

228 ああ。

229 น่าจะเป็นคนละอยา่งกนั ถา้ 

こと［日本語で発話する］ ตัวนี้รับมาจากจนี

きっと異なるものでしょう。もしこの，「こと」が中国
から受け入れたものなら，

230 ああ。

231 คดิวา่น่าจะคลา้ย ๆ กบัพวกกูเ่จงิอะไรประมาณนัน้

หรอืเปลา่ เดาเอา

おそら古筝とかの類とだいたい似ているんじゃな
いかと思います。勘です。

232 はい。

233 ออ๋ มนัไมเ่หมอืนกบั 琴［日本語で発話する］ 

ของญีปุ่่ นคะ่

ああ，それは日本の「琴」とは同じではありませ
ん。

234 うん。

235 箏は雅楽の演奏にもつかわれますが、それは筝曲とはよばれません。 แลว้ก็ こと［日本語で発話する］ อนัทีรั่บมาจากจนี

เนี่ยก็
［「雅楽の演奏にもつかわれます」の部分を黙っ
て読む］ ก็ใชใ้นการแสดงดนตร ีตัวนี้

［「雅楽」のこと］ ไมแ่น่ใจวา่หมายถงึอะไรคะ่

それで，中国から受け入れた，「こと」をですね
［「雅楽の演奏にもつかわれます」の部分を黙っ
て読む］，音楽の演奏において使いますが，この
字は［「雅楽」のこと］何を意味するのかはっきりし
ません。

236 うーん。



237 ดว้ยเหมอืนกนั เออ่ ใชใ้นการแสดงดนตรแีตว่า่
［「それは筝曲とはよばれません」の部分を黙って
読む］ แตว่า่ไมเ่รยีก ไมเ่รยีกสิง่นัน้วา่
［「それは筝曲とはよばれません」の部分を黙って
読む］ 筝曲［日本語で発話する］ คะ่ ไม ่ๆ ไม่

เรยีกอนันี้วา่ 筝曲［日本語で発話する］ มัง้คะ

それも同じく。えーと，音楽の演奏に使いますが
［「それは筝曲とはよばれません」の部分を黙って
読む］，でも呼びません，そのものを呼びはしま
せん［「それは筝曲とはよばれません」の部分を
黙って読む］，「筝曲」とは。これは「筝曲」とは呼
ばないんじゃないですか。

238 うーん。

239 ถงึแมจ้ะใช ้こと［日本語で発話する］ ตัวนี้แสดง

เหมอืนกนั
［「箏」が「筝曲」の「箏」と同じ字を使っていること
を指摘している］

たとえ，この，「こと」が同じものを表すのだとして
も［「箏」が「筝曲」の「箏」と同じ字を使っているこ
とを指摘している］。

240 筝曲には以下の二つの流派があります。 อนันี้น่าจะเป็นประเภทของดนตรคีะ่ これはおそらく音楽の種類ですね。

241 はい。

242 แลว้ก็［文全体を黙って読む］ ก็ 

筝曲［日本語で発話する］ เนี่ยแบง่เป็นสอง

ส านักหรอืสองสายหรอืสองประเภทก็คอื

それから［文全体を黙って読む］，んー，「筝曲」は
二つの局か二つの派か2種類かに分けられま
す，それは，

243 ●生田流 ไมแ่น่ใจวา่อา่นอะไรคะ่ก็คอืสายของ 

いけだ［「生田」を読もうとしている］ หรอืเปลา่หรอื

 せいだ［「生田」を読もうとしている］ ไมแ่น่ใจคะ่

なんと読むかはっきりしません。「いけだ」［「生
田」を読もうとしている］派でしょうか，それか，「せ
いだ」 ［「生田」を読もうとしている］，はっきりしま
せん。

244 うん。

245 江戸時代に関西を中心にひろまりました。 ก็สายนี้จะเป็น［文全体を黙って読む］ ออื เป็น 

สายทีแ่พร่หลายในแถบ 

関西［タイ語的に発音する］ เหรอคะ ตัง้แตส่มยั 

江戸［タイ語的に発音する］ คะ่ แลว้ก็

まあ，この派は［文全体を黙って読む］，うーん，
「関西」［タイ語的に発音する］あたりで広がった
派なんですか。「江戸」［タイ語的に発音する］時
代からです。それに，

246 三味線といっしょに演奏されることが多かったようです。 เออ่［文全体を黙って読む］ ดเูหมอืนวา่จะมกีาร

แสดงโดยควบคูไ่ปกบั 
さみせん［日本語で発話する］［「三味線」のこと］
คอ่นขา้งเยอะคะ่

えーと［文全体を黙って読む］，「さみせん」［「三
味線」のこと］と組での演奏がかなり多かったよう
に見えます。

247 うん。

248 ●山田流 เออ่ แลว้ก็อนันี้ก็น่าจะ 山田［日本語で発話する］

 คะ่

えー，それからこれはおそらく，「山田」です。

249 うん。

250 江戸時代、おもに関東を中心にひろまりました。 สายของ 山田［日本語で発話する］ ก็คอืในสมยั

 江戸［タイ語的に発音する］ ก็
［「おもに関東を中心にひろまりました」の部分を
黙って読む］ แพร่หลายในแถบ 

関東［タイ語的に発音する］ คะ่ แลว้ก็

「山田」の派は，「江戸」［タイ語的に発音する］時
代に［「おもに関東を中心にひろまりました」の部
分を黙って読む］，「関東」［タイ語的に発音する］
のあたりで広まりました。それから，

251 はじめは歌を中心とした音楽だったようです。 ［文全体を黙って読む］ดเูหมอืนวา่สมยักอ่นตัง้ 

ตอนทีเ่ร ิม่แรกเนี่ยจะใหค้วามส าคัญกบั เนื้อรอ้ง 

การรอ้งเพลง ประมาณนัน้อะคะ่

［文全体を黙って読む］はじめる前の時代，はじめ
のころは，重視していたのは，歌詞，歌を歌うこ
と，だいたいそうしたもののように見えます。

252 うん。

253 筝曲の有名な曲 เพลงทีม่ชี ือ่เสยีงของ 筝曲［日本語で発話する］ 

ก็คอื［笑う］

「筝曲」の有名な曲というと［笑う］，

254 ［笑う。］

255 『六段』 『みだれ』 『千鳥の曲』 などがあります。 อนันี้ ろくだん［日本語で発話する］ หรอืเปลา่คะ これは，「ろくだん」なのでしょうか。

256 ああ。

257 แลว้ก็ みだれ［日本語で発話する］ แลว้ก็ ออื

［「千鳥の曲」を黙って見つめている。］ เออ่ ち 
ちつる［「千鳥」を読もうとした］［日本語で発話す
る］ หรอืเปลา่คะ ไมแ่น่ใจเหมอืนกนั เพลงของ วา้

 อนันี้［「千鳥」のこと］ ตัวอะไร 

とり［日本語で発話する］ คะ่ แลว้ก็ไมแ่น่ใจ

เหมอืนกนัวา่

それと，「みだれ」，それと，うーん。［「千鳥の曲」
を黙って見つめている。］えー，ち，ちつる［「千
鳥」を読もうとした］なのでしょうか。同じくはっきり
しません。の歌，わー，これは［「千鳥」のこと］何
の「とり」の字ですか。それにはっきりしないの
は，

258 うん。

259 อา่นวา่อะไร ก็เป็นเพลงเหลา่นี้ เป็นตัวอยา่งของ

เพลงคะ่

なんと読むかです。まあ，これらの曲は，曲の例
です。

260 はい。

261 เรือ่งดนตรเีอา ถงึแคต่รงนี้นะคะ 音楽の話，ここまででいいです。

262 はい。

263 ［笑う。］ เยอะมาก［「長かった」の意味］ ［笑う。］とても多かった［「長かった」の意味］で
す。

264 はい。

265 คะ่ はい。


